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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・教育工学  教育工学 

キーワード：マルチメディアと教育 

 
１．研究計画の概要 
本研究では，携帯端末市場の動きを見極めな
がら，日本型の携帯学習環境(以下日本型
MLE:M-Learning Environment)の開発を行
う。具体的には， 
１） 携帯端末，携帯電話等学習プラット
フォームの開発動向，諸外国における活用状
況の調査を行い，日本型 MLE に必要とされ
る機能の検討を行う。 
２） 携帯端末向けのコンテンツとして
必要とされる内容を，これまでの携帯向け学
習コンテンツ，PC 向けの学習コンテンツな
どを検討し，学習目的や学習スタイルとの関
連性を考慮しながら，検討する。学習者の学
習履歴や，学習状況に応じた自動ファシリテ
ーション機能，IPv6 を利用したパスワード認
証に代わる認証方式の検討なども行う。 
３） ポッドキャスティング，ビデオキャ
スティング，地上波デジタル放送のワンセグ
メント放送など，携帯端末向けのサービスの
動向を分析，検討し，日本型 MLE 向けのサ
ービスとして，必要な機能を備えたサービス
の選択，開発を行う。また，一般サービスに
おける課金形態を元に，教材の課金のありか
た，コンテンツ保護の方法などについても検
討を行う。 
４） 携帯端末で学習者自身が学んだ事
や，新しく気づいたことなどを新たなコンテ
ンツとして発信できる，自己増殖型システム
の開発を行う。これには，モブログなどの技
術を中心に，それらのユーザビリティ向上を
目指す。 
５） インターネット市民塾をベースと
した生涯学習向けサービスとコンテンツの
開発を行い，その効果についての実証実験を

行う。従来からの PC インターネットベース
とスクーリング形式を合わせた学習環境に
加え，MLE による学習がどのような役割を
負うべきかを実証的に研究する。 
６） 教育用コンテンツに対するLOMの
付与に関して，その負担軽減のための半自動
化技術の開発を試みる。携帯端末向け生涯学
習コンテンツに関して，LOM をどのように
付与していけばより効果的か，また LOM の
付与に関する労力軽減をどのように行うか
の検討を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 
計画通り進捗している。 
 
 
３．現在までの達成度 
 
全体計画の８０％程度まで達成している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
携帯端末市場が、ここ数年で大きく変化して
きている。海外と日本での変化の方向性の違
いも出てきており、それらを加味しながら、
今年度にはまとめられるよう、研究を進めて
いる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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